
午後１時30分 開始 

【広報広聴課長】 皆さん、お待たせをいたしました。 

 定刻の時間となりましたので、２月市長定例記者会見を始めさせていただきます。 

 本日の進行につきましては、お手元に配付の次第のとおり、最初に市長のあいさつ、そ

の後事業発表をいたします。 

 質問につきましては、最初は事業発表項目についてお願いいたしたいと思います。発表

項目に係る質疑終了の後、次第の３番目フリーの質疑応答へと進行したく思っております。 

 終了予定時は14時30分を予定いたしております。ご協力のほどよろしくお願い申し上げ

ます。 

 それでは、市長、よろしくお願いいたします。 

【市長】 それでは、早いものでもう２月であります。定例の会見であります。また予算

の発表も近いうちにあるようでございますので、今日はひとつよろしくお願い申し上げま

す。 

 まず、ＡＰＥＣの記念事業開催実行委員会を開催いたします。お手元の資料の日時は明

日でありますけれども、11時から。このＡＰＥＣにつきましては、やはり福井県、多くの

原子力発電所があるという関係もあったというように存じます。福井市が中心で開催をさ

れるわけでございますが、私ども、原子力発電所のたくさん嶺南の各市町が協力をいたし

まして、関西中京圏を結んで幅広い層にわかりやすくＡＰＥＣやエネルギーについての啓

発をしながら、また理解を深めるためにこの敦賀市でイベントを開催したいということで、

この実行委員会を開催するところであります。 

 内容等については、また明日の取材をしていただきたい、このように存じます。 

 次に、環境フォーラムでありまして、これも例年開催いたしておりますけれども、２月

27、28日の土日でありますが、２日間にわたりまして、きらめきみなと館において開催を

いたします。これも詳しい資料などはお手元に配付の資料のとおりであります。 

 次、３番目。敦賀さくらの里実行委員会によります第３回目の植栽会を開催いたします。

おかげさまで本当に多くの皆さん方の協力をいただいておりまして、今回はもう最後にな

るわけでございますけれども、桜の植栽本数につきましては、目標といたしておりました

1,000本を超えるわけでありまして、今、散策路の整備なども計画的に実施をいたしており

ますし、数年後にはかなりいい桜の里に育っていくのではないかなというふうに期待もい

たしているところであります。これは３月の話でありますけれども、３月７日に行うわけ

でありますが、また私もしたいというような、新聞記事に載りますとそういう方が増える

というふうに思いますので、またよろしくお願いしたい、このように存じます。 

 私のほうからは以上です。 

【広報広聴課長】 ありがとうございました。 

 それでは、ただいま市長のほうから発表いたしました３項目につきまして質問をお受け

したいと思います。 

 最初に幹事社のほうからお願いしたいと思います。 

【記者】 この記念事業なんですけど、そういうふうな形でかなり費用を使って盛大にや

られるようですが。 

【企画政策部長】 今のところ、これは当初予算の要求にも出している金額でございまし

て、1,200万の予算を計上させていただいております。 

 やることは、今、市長からも御紹介ございました。電力の生産地と消費地を結ぶ何か記

念イベントができないかということで、２月２日、実行委員会を立ち上げた後、ワーキン

ググループ等を設立しまして、その中で中身を決めていきたいと考えております。 

【記者】 敦賀市の環境フォーラムなんですけれども、毎年やられているということなん

ですけれども、今年は何か目玉というか、こんなことやりますよというものがあるのかど

うかということを教えてください。 

【市民生活部長】 目玉というんですか、今回は環境に関するポスターとかいろんなもの

を応募しまして、今までは500件ぐらいの応募だったんですが、今回は1,215件というふう

な応募がありまして、それらも全部ここに掲示をさせていただきたいと思いますし、そし

ていろんな環境に関するところの不用品を使って物を作るとかといったような、子供対象
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にもやらせてもらいたいというふうに考えております。 

【記者】 今回はリサイクル工作教室、そういう不要な物を使って、なるべくこうやって

できますよということなのかが前回と違うというか、ちょっと熱くやっているみたいなイ

メージ、感じなんでしょうか。 

【市民生活部長】 そうですね。 

 まず、環境というのを大事にしまして、不用品をあくまでも少なくしようということと、

もう１点は、今年、ある団体が作りました賢い買い物ブックというようなものをここら辺

に展示して、販売をさせてもらいたいなということでございます。 

【記者】 さくらの里整備事業のことなんですが、これ何年か前からやられていると思う

んですけれども、一番最初に植えられたものとか２年目とかわかんないですけれども、成

長なんかは順調に育っているような感じなんでしょうか。 

【副市長】 私も毎回出せていただいておりますけれども、実は枯れたものもあるんです。

それは順次、植えかえながらやっていますので、見た目は植えかえてもわかりませんけれ

ども、順調だということです。 

【広報広聴課長】 それでは、各社にお聞きしたいと思います。 

 今の発表項目３項目につきまして、質問のある方、挙手をお願いしたいと思います。 

【記者】 市長、ＡＰＥＣに関連して、何かこちらでもやりたいということを前おっしゃ

ったじゃないですか。それはこの記念事業のことを指していらっしゃるんですか。 

【市長】 敦賀でイベントをしたいということで、明日、大体内容等について審議をいた

だく。関西、中京に近いのと、やっぱり子供たちにエネルギーのこと、環境のことを含め

て考えてもらえるような、そのようなイベントにしたいと今思っていますけれども、実質

的には明日、審議をいただきたいと思っています。 

【記者】 今のお話だと、いわゆる産消交流のやつとか、エネルギー教育とかという意味

合いなんですよね。この前とかのお話聞いているとやっぱりもんじゅとかに担当大臣の皆

さんを招けないかと。それとはまた別の話なんですよね、これは全然。 

【企画政策部長】 日程を見ますと、19日は大臣会合、ただ翌日20日にエクスカーション

を予定されているということを聞いてございます。 

 ただ、敦賀のどこを見ていただけるかというのはまだ未定でございまして、できれば今

おっしゃられましたもんじゅ等を見ていただきたいなという思いは持ってございます。 

【副市長】 ただ、それは大臣が来て、エクスカーションに参加するということが決まっ

ているわけではないです。 

【記者】 それは希望なわけなんですよね。 

 意味合いとして、これはまた別なんですよね、だから。 

【市長】 別です。 

 大臣も来て欲しいですけれども、なかなか警備の関係でかなり難しいと思います。 

【広報広聴課長】 ほかに、質問ございませんか。 

 ないでしょうか。 

 ないようですので、次に、次第の３番目にいきたいと思います。 

 フリーの質疑応答へといきたいと思います。これも最初に幹事社のほうから、質問あり

ましたらお願いいたします。 

【記者】 市長さんに伺いたいんですけれども、例のもんじゅなんですけれども、間近に

運転再開を控えていますよね。それで、機構のほうから打診があると、県や市は返事はも

うほとんど余り間を置かないで返事を出す予定なんですか。かなり考える予定なんですか。 

【市長】 まず、もんじゅといいますか、機構自体はもう一日でも早く再開をしたいとい

う思いは持ってらっしゃるというように思いますし、今までのいろんな報道なんかを見ま

してもそのとおりだというふうに思っております。そこで、大体準備は整ったという機構

のお話でありますので、まだこれから保安院なり、いろんな審議があるというように思い

ますから、今はそれを見守っていくしかないなというように思っております。 

 それと、それがもし正式に国のほうとしても太鼓判を押してくれるようなことがあれば、

そう時間は置く必要はないのではないかと思いますけれども。 

【記者】 もんじゅに関連してなんですけれども、もんじゅを動かすときの条件というか、
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考えなくちゃいけないことって、長期間止まっているものの総合的な安全性とともに耐震

もあると思うんですけれども、設備の安全性なんかについては保安院さんが着々とやって

いるので、その動きも見やすいし、評価するまでももうちょっとなんだろうなと思うんで

すけれども、耐震のことというのはなかなか見えにくいですし、今年度中の３月までに終

わるかどうかもわかんないとなると、そこでやっぱり耐震が何か出てからという形なんで

すか。そのあたりはどういうふうにお考えなんでしょうか。 

【市長】 確かに耐震のほうも上の部分と下の部分のことがあって、いろいろと議論され

ているというふうに存じます。ただ、基準地震動ですか、760ガルというのは了承されてい

るというふうに伺っておりますし、また評価書案もほぼ了解が得ている。国のほうも大体

大丈夫じゃないかというようなこともお話をしているようであります。ただ、設備のほう

の健全性についても機構としては問題がないというふうに評価をしているようであります

が、今後、評価書の案も検討が国でされていくというように思いますので、それを見守っ

ていきたいなと思います。 

【記者】 先ほどのもんじゅの耐震性のお話で、国のほうが太鼓判を押してくれたらとい

うのは、具体的には何らかの報告書なりを国のほうで作成して欲しいということですか。 

【市長】 国のほうで、大丈夫ですよというようなことの報告があればいいと思います。

報告書どうのというよりも、国として、これなら大丈夫ですよというようなことが報告い

ただければいいと思います。 

【記者】 口頭で大丈夫ですよと言えばよろしいということですね、国が。 

【市長】 何か文面は持って来られるかもしれませんけれども、そういう、例えばそれな

りの方がお越しになって、こういう方向で大丈夫ですねということを言われてもいいと思

います。 

【記者】 それなりの方というのはどういう方なんでしょう。 

【市長】 どういう方でしょうね。そういう部門の責任を持っておられる方でいいと思い

ます。そういうお越しになってお話しすれば、当然、プレスの前になるというように思い

ますので、それで十分だと思います。決して、密室では行いませんから。 

【記者】 耐震の関係で、敦賀原発１号機では40年運転する際に、個別の住民説明をやっ

ておられました。市長もその結果を待ってというお話です。もんじゅの運転再開に関して、

そのようなことは求められますか。 

【市長】 ついせんだっても、地域住民の皆さん方を対象にいろんな説明会もあったよう

でございますので、いろんな情報などもマスメディアを通じて市民の皆さん方も周知をさ

れているというように思います。そういうことでいいのではないのかなと思いますけれど

も。 

【記者】 敦賀原発１号機の40年運転は戸別訪問というのがありましたけれども、もんじ

ゅに関してはなくてもよろしいというお考えでよろしいですか、戸別訪問は。 

【市長】 大体耐震とかそういうことは、ある程度共通した部分でもあるというように存

じますし、40年超えた炉と、たまたま事故で止まった炉の違いもあるのではないかなとい

うように存じます。また、民間会社として日本原電さんが決めて行った行動でありまして、

機構としてそういうことが必要であるというように判断されたら、されてもいいというよ

うに存じますけれども、こちらから絶対それをやりなさいとは、今は言うつもりありませ

ん。 

【記者】 質問が出ました流れの中で、耐震の件は、この前、知事も新年の会見の中で受

け答えがあったみたいですが、文面を見る限り、ちょっとあいまいなやり取りだったので、

ちょっときちっと確認した上で聞きたいと思います。 

 耐震安全性の確認後は、原発の耐震設計審査指針の改定に伴って、原子力安全委員会が

行政庁である経済産業省原子力安全・保安院のほうに、耐震性が合致しているかどうかと

いうのをきちんと調べるようにという要請を保安院にして、保安院が電力会社に対してき

ちんと新しい知見を反映させた上で耐震安全性評価をしなさいという指示を出していて、

保安院も原子力安全委員会も原子力機構も文部科学省も、いわゆる許認可、行政の法的な

規制の枠の外であるということは明言しています。だから、必ずしも耐震のバックチェッ

クが終わらないと原発を運転できないという法律上の決まりはどこにもないというのは明
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らかだと思いますけれども、現実にプルサーマルの問題なんかでいうと、伊方の場合は、

昨日、耐震安全性の確認が終わった、原子力安全委員会まで終わったというところで、プ

ルサーマルとしてオーケーしたと。松江市なんかは、少なくとも保安院の評価書はきちん

と出た上でオーケーしたと。もんじゅの運転再開というのはそれに比較して、まだその評

価書がきちんとしたものが出ていない段階でオーケーしていいものなのかなと疑問に思う

んですが、市長、その辺どうですか。 

【市長】 私、国のお墨つきというとあれですけれども、安全に対するものをいただくこ

とが一番いいというように思っております。 

【記者】 現実に多分原子力安全委員会まで保安院の報告書が行って、原子力安全委員長

名でオーケーというところまで、多分年度内に到達するのが無理で、それは多分もう不可

能。それはそれとして、保安院の２つの審議会のほうの、下のほうの審議会と上のほうの

審議会と両方で評価書が固まらないと保安院としての評価書が固まらないし、評価書案と

いうのが出てこないと思います。それもかなり年度内だとぎりぎりになるんじゃないかと

思います。それを待っていると、保安院のこのもんじゅ安全性確認検討会でオーケーが出

たからといって、そのタイミングで保安院として、ペーバーできちんとした評価が出てい

ない段階で運転再開の事前協議願を持ってくる可能性もあるんじゃないかなと思うんで

す。要するに、その段階でも市長は別にそれを受けられるんですか。オーケーするか別と

して、協議を持ってくることはやぶさかではないんですかね。 

【市長】 何の協議ですか。 

【記者】 事前協議願です、運転再開の。それはもう別に保安院の審議会できちんとした

ものが出ていない段階でも持ってくる分にはいいんですか、事業者が。 

【市長】 中身というか、内容説明にもよりますけれども、そういう時期になればそうい

う話がいろいろと出てくると思いますので、しっかり聞きたいなと思います。 

【記者】 別に、きちんとした評価書が出ていなくても、きちんとした説明を受けられれ

ばいいということなんですかね、今の市長のお話だと、耐震の問題に関しては。 

【市長】 耐震については何度も言いますけれども、いろんな基準があったり、実際にわ

からない部分と言えば、上と地下にある話ですから、なかなか人類としては100％解明がで

きる部分でもありませんので、しかし、概ねいろいろ過去の知見とかずっと調べた中で、

100％ということはわかりませんけれども、概ね安全であるということが確認をされていけ

ればいいのかなという気はします。 

【記者】 私だけが知らなかったら申しわけないんですが、先月、敦賀１号機の40年超え

る運転について、機会があれば知事に近いうちに伝えるというふうに、市長、おっしゃっ

たんですが、その点はどうなったのか教えていただけますか。 

【市長】 私のほうは前もお話ししましたとおり、大体概ね大丈夫だという思いを持って

いますけれども、知事のほうはいましばらく時間をということでありますので、時間的な

ことを考えれば、恐らくこちらからせかして、大丈夫ですというわけにもまいりませんの

で、恐らく知事のほうで判断されたときに話を聞きたいと言っておりましたから、一度話

を聞きたいけれども来てくれんかとかというそういう話になるというように思いますの

で、それを待てばいいと思っています。 

【記者】 前回の会見では近くとおっしゃっていましたけれども、まだ話ししていないと

いう。 

【市長】 まだしていません。 

 例えば、市長会の中で知事とお会いしたりとか、そういうところで口頭では、私とすれ

ば新聞記事に出ていたとおりの思いですよということは伝えてはありますけれども、その

うちに知事のほうから何らかのアクションがあるではないかなと思います。そのときに政

治はスピードですねとは一言言っておきましたけれども。 

【記者】 今の質問に関連してなんですけれども、先週、敦賀商工会議所の新春議員懇談

会ありましたね、サンピアで。その際、西川知事もお見えになっていまして、市長もおい

ででした。１月のこの会見のときに、例えば今のお話ではありませんけれども、新年のあ

いさつの際とかでも、そういう話になることもあり得るというふうなことをおっしゃって

いたんです。この間、お顔を会わせておりますから、２人。しかも西川知事が冒頭のあい

 －4－



さつで原子力関係のことにちょっと触れまして、懸案が一つあるけれども、いけるでしょ

うというような発言されて、市長もその後を受けて、今、最後のほうでちらっと知事から

そういう答えが出てきて非常にうれしく思うというふうな趣旨の発言をされましたが、あ

れはどのようなニュアンスでとらえたんですか。 

【市長】 あれは議事録を拾いませんと、正確なニュアンスはつかめないかもしれません

けれども、最後にいろんな原子力の課題もあると。でも、私は少し前向きに、今年はいか

ないかんなというような知事の思いが聞き取れたものですから、そういうことで、ああい

う私もお話をしたところであります。知事も恐らくそういう面では、そういう原子力につ

いての課題というのは、ある程度今年も前に進めないかんのかなという思いがどこかにあ

るではないかなというふうに私は感じます。 

【記者】 それが今の敦賀１号機の件とは受け取りはしませんでしたか。 

【市長】 原子力で大まかに、例えば個別に１号の延長とか、もんじゅとかありますけれ

ども、大体でいくと、やっぱり１号に私も聞こえました。 

【記者】 市長なりに、あのときの発言そのままですけれども、いい感触を今のところは

感じているというふうなことでいいですか。 

【市長】 聞いていただいたとおりだと思います。 

【記者】 週末を中心に民主党県連のほうに行かれて、市長もこの間、先週末も行かれた

と思いますけれども、手ごたえ等、感想というか、週末ごとに結構市長行かれていると思

いますが、その辺はどういうふうにお感じなっていらっしゃるんでしょうか。 

【市長】 ちょうど、たまたま例の新幹線の停電があった関係で、ちょうど私は２番目で

旭副知事の後に入ったものですから、国会議員の先生方、実はいなくて、ほとんどもう終

わる寸前に糸川先生がちょっと入ってこられて、握手して、今説明しました、よろしくお

願いします程度で済んだんですけれども、それぞれ県議会の先生方も真剣に地元の糀谷議

員もいらっしゃいましたし、それぞれ議員さんも入っていらして、話を聞いていただいた

ところであります。その旨、ぜひ民主党県連からまた幹事長のところに上げていただける

のではないかなというように思いますし、手ごたえといいますのもしっかりやっていただ

けるものだというふうに思っています。 

【記者】 要望の項目の中にあったと思いますけれども、この前、電源立地対策交付金の

タウンミーティングみたいな感じの意見交換会ありました。市長は結局、感想としてはど

うでした、意見交換会の手ごたえとしては。 

【市長】 それぞれの首長、あのときほとんど集まりましてお話をさせていただきました

けれども、その使い勝手という部分でいろんな例をお示ししながらお話をさせていただき

まして、副大臣のほうもそれはそうだなというようなことで聞いていただいておりました

ので、ある程度改善されていくのではないかなというように思います。 

 また、何か第２弾もあるというようなことでございますので、そういう中でもぜひ私ど

も立地地域に対する民主党さんの思い、また地球温暖化防止に対する原子力立地地域の思

いなどをぜひこれからも反映していただいて、私どもの声に耳を傾けていただき、実行し

て欲しいなというように思います。手ごたえとすれば、私は十分あったと思っています。 

【記者】 終わった後の増子副大臣に対する報道陣のぶら下がりなんかでも、結構、副大

臣は前向きなことを約束されていたとは思うんですが、事務方のほうに聞くと、それは官

僚としてのレトリックだと思いますけれども、やっぱり目的税の縛りがあるということを

大分気にしているというか、それはそういう論法を使うんですよね。市長の考えている使

途の自由化というか、緩和というものを目指すものとしては、現行の目的税の枠組みの中

でやっぱりネガティブリストをもっと撤廃して欲しいという話なのか。それとも、一種、

地方交付税みたいな感じのイメージで、自治体の一般財源に入るほうを望ましいと考えて

いるのかというのと、どちらがいいと思ってらっしゃるんですか。 

【市長】 お金の使い方というのは、一般財源に入るのが一番使い勝手がいいです。もう

本当にいろんなところに、市側の裁量で使っていただけますので、そうなれば一番いいな

というように思いますけれども、確かに例えば私の給料もそちらに入ってくると、全国か

ら集めていただいたそういう税をもらってくるので、全国民の皆さん方から給料をいただ

くのかなという、そういうようなことにもなるんですけれども。でも税金というのは、使
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い方がしっかり明確になっていけばいいですし、目的税も確かに目的税で必要なところは

たくさんあるんですけれども、私は立地地域にとると本当に一般財源になるくらいに自由

にしてもらったほうがありがたい。ただ、やはりそういう報告をしなければならない部分

については、こういう部分に同じ一般財源しましたけれども、こういうふうに使いました

よということを明確にできればいいのかなというふうには感じています。 

【記者】 全原協会長としてはどうですか。 

 その辺は、多分交付団体と不交付団体でも意見が分かれてくるのではないかなと思うん

です。 

【市長】 全原協の中でも今ちょうど去年の６月にあって、幹事会はあったんですけれど

も、まだ政権かわって以降、みんな集まっていないものですから、その思いについてはち

ょっとまだわからないところがありますけれども、恐らくやはり一番使い勝手のいいほう

がいいと思っているのではないかと思います。 

【記者】 事業仕分けの中の一番最後の付言みたいなのでも出ていましたけれども、要す

るに使い勝手をよくするということは、相対的にお金の価値が上がるわけだから、減って

もその分使い勝手がよくなって、価値が上がるということでいいのではないかという意見

があったのが事業仕分けの中であったのと、エネ庁の担当者なんかに聞いても、仮にその

交付税みたいなことになったら、やっぱり限りなく一般財源というか、所管もいつまでも

エネ庁が持っているかどうかわからないし、総務省に移ったら本当に交付税の算定基準な

どで算出され直して、結果的に減るかもしれませんよというようなことを向こうの立場と

して、そういうふうに言っているんですけれども、市長は別にトータルとして総額が減っ

たらだめという考え。 

【市長】 もちろんだめです。 

【記者】 話を戻しまして、もう一度もんじゅの話なんですが、耐震安全性が国のほうか

ら、しかるべき人が太鼓判を押したという話を報告された後、市として一般住民へ説明さ

れますか。市として、最終的な判断をするまでの間に、今、市としてこうしたいと、それ

はこういう根拠だからだという説明会等は開かれますか。 

【市長】 説明会というのは、もしそういうことになり、ちょうど議会をやっているぐら

いの時期になれば、そういう中でも発表できるというように思いますし、またこういう方

向でこうしたいというようなことについてであれば、また記者クラブへ出向いてでも、こ

ういうことでこうしますというようなことを示します。ただ、時間的に人を集めてそうい

う説明をしていくというのは、ちょっと時間も３月になるか、２月の終わりになるか、私

もわかりませんけれども、あんまりそういう準備する時間はないような気はします。 

【記者】 市として、いつまでに判断しなければいけないという時間というのは区切って

いるんですか。 

 機構さんは２月から３月の間にしたいというあれなんですけれども、市としていつまで

に判断したいというのは。 

【市長】 それはさっき言いました国としてのお墨つきがもし出なかったら無理ですけれ

ども、出ればやっぱりそこそこの時期にはしていかなければならんのかなと思います。 

【記者】 国のお墨つきではなくて、市としていつまでに判断しなければならないという

お考えは。 

【市長】 それはないです。お墨つきのことが肝心ですから。 

【記者】 準備が時間的に難しいというお話とリンクしないんですけれども。住民を集め

て説明会を開く、そういうのを開く準備時間が難しいと、とれないというお話とリンクし

ないんですけれども。 

【市長】 お墨つきが出た。また集めて、ゆっくり１から10まで説明をしてですというこ

とは必要ないと思いますから、スピーディに行こうと思えば、そういうものが出れば、市

として早目に判断したいと思います。当然、また知事とのいろんな話もしなくてはなりま

せんので、それをまた１から繰り返して市民の皆さん方にする必要はなしに、記者クラブ

で記者発表して、こういう方向でと言ったほうがいいような気がします。また、これが議

会中であれば、議会中、３月でも６月でもそういう場所で適宜やったらいいと思います。 

【記者】 さっきのやり取りで確認したいんですけれども、国のお墨つきと市長がおっし
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ゃっているのは、要するにもんじゅ安全性確認検討会とその後の原子力安全委員会の答申

の話のほうを指しているのか、耐震の話をしているのかと、ちょっと区別してお答えいた

だきたいんですけれども。 

【市長】 要するに、耐震も含めて総論として、国として大丈夫ですよという形をいただ

ければそれでいいと思います。 

 こっちはいいけれども、こっちは悪いということになれば、これは難しいですから、悪

いということはまだないとは思いますけれども、総体として、全体として、もんじゅは要

するに運転をしても大丈夫だよということをいただくことが大事だと思います。 

【記者】 それを言うと、要するに保安院のもんじゅ安全性確認検討会の議論というか、

運転再開の妥当性を検討する項目の中には、最初からそもそも耐震安全性って入っていな

いんです。というのは、やっぱりさっき言ったように、要するに許認可の外で、念のため

に見ますという行為だから、それをやると全国の原発を止めないといけなくなります。で

も、その相対として、もんじゅを運転再開しても大丈夫ということを言うのだったら、多

分、今、耐震の話をする必要はなくて、保安院がその検討会でオーケーということを言え

ばいいのではないかなと思うんですけれども、市長は、そこをどう把握というか、分離と

いうか、区別されているんですか。 

【市長】 先ほどちょっと触れましたけれども、760ガルの基準のそういうやつも大体出て

いますから、それはそれとして理解をしながら、その部分についてはある程度クリアはで

きてきているのかなという認識の中で、最終的に保安院のほうでこれはもう大丈夫ですね

という、保安院も別だと言いながらも、耐震のほうについてはある程度の認識を持って私

どもを指導してくれると思っています。 

【記者】 今、もんじゅのことで、耐震安全性のこととか、保安院の評価のこととかいろ

んな話が出ましたけれども、市長として、運転再開を了解するに当たって何を判断材料に

されるというふうにお考えですか。 

【市長】 先ほど言いましたように、国としての安全宣言といいますか、どういう言い方

をしたらいいのかわかりませんけれども、そういうものをいただければいいと思います。 

【記者】 それ以外では、何か必要なものってあるんでしょうか。 

【市長】 大体１に安全、２に安全ですから、３に安心、４に安全、５に安全ですので、

それはそれとして受けとめます。それ以外という話もありますけれども、それはまた別の

話で。 

【記者】 議会に諮るつもりはありますか。 

【市長】 恐らく議会に例えば諮って、じゃ運転再開を賛成の人、反対の人という、今ま

で過去にそういうことは一度もなかったのではないかと思います。例えば、市が出す議案

ということはもう議案になるわけでありますので、市議会へ諮る市の議案として、もんじ

ゅ運転再開というのはないと思いますし、今まで過去にも議会の声は聞きますけれども、

いろんな一般質問なりそういうところで声は聞きますけれども、議会に判断を仰ぐという

ことはないというように思います。 

【記者】 議案として出さなくても、例えば原特で諮ったりとか、原特の特別委員長報告

を求めたりとか、あるいはその一般質問で議論するとか、そういう議案以外の手続として

の議論というのはあると思いますけれども、そういうところはどうですか。 

【市長】 恐らく２月24日から始まる議会の中でも、そういう議論はかなり時期も近くな

ってきておりますので、出てくるのではないかなというように思います。そこで質問の中

であれば、自分なりの考えは示していきたいなというように思います。 

【記者】 そもそも機構から事前協議願は出てこないと議論するもへったくれもないので、

そこら辺はどう考えていますか。 

【市長】 おっしゃるとおりで、願いが出ませんと、それは議題には上らないと思います。 

【記者】 とすると、少なくとも議会開会前には事前協議願出てこないと、もう年度内と

いうのはないなと、そういう考えなんですか。 

【市長】 それはまた議会は２月24日からですから、18日まで開会しておりますので、そ

の間のこともありましょうし、またその後ということも全くないということでもないと思

いますので、恐らく、でも今回議会の中でそれが出ようが出まいが、そういう時期が近づ
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いているなら、もし出た場合はどうするんだというような話とかいろんな話が出てくると

思いますので、それはそれなりにお答えをしていきたいなと思います。 

【記者】 確認ですけれども、必ずしも今回の３月議会で、事前協議が出ている、出てい

ないというのは必ずしもこだわらないと、そういうことですか。要は議会としては議会で

議論するのはいいことですけれども、要は手続として事前協議が出る。それを受けて、議

会が議論する。議会が結論を出すと、そういう手続的なところのスケジュールにはこだわ

っていないと、そういうことですか。 

【市長】 これは出す側があるわけでありますので、出てきませんと私どもも判断のしよ

うがないところもありますので、それは機構として、どのように対応されるかは機構にお

任せするしかないと思います。 

【記者】 今日から赤レンガ倉庫の隣の公園が供用開始になったんですけれども、市長、

今改めてあのかいわいというよりは赤レンガと隣の公園とをどう活用していきたいなとい

うのをお考えですか。 

【市長】 ちょうど緑地のほうもいろんな面でムゼウムのほうもたくさんの人が今来てい

ただいているようでありますので、そういう皆さん方も散策していただけたらいいなとい

うように思いますけれども、まだ赤レンガ自体もなかなか手がついていない。本当にあそ

こに集客できるような施設ができると、もっとにぎやかになるかなという気はしているん

ですけれども、あそこも耐震を含めて改築しようと思うと相当お金もかかるので、今直ち

には取り組めないかなという思いで、だから一歩ずつあそこをある程度時間はかかります

けれども、時間をかけてもっとたくさんの人が来ていただけるような場所にしていきたい

なという思いは持っております。 

【記者】 さっき取材がてら散策していまして、いいところだなと思ったんですけれども、

全国で赤レンガを活用している都市というのは港まち数多くあります。しかしながら、我

が市の赤レンガ倉庫は耐震性の不足の関係で、あれを建物としては使えないわけで、耐震

補強しようと思ったらやっぱり億単位の予算を必要としているわけですよね。今、市長は

やっぱりいずれはお金をかけても、建物自体は何かの施設にするなり、活用していきたい

と思っているのか、それとも文化財として、ああいう公園も隣につくって、風景として活

用していくという、ラインとしてはどっちのほうでお考えですか。 

【市長】 実は昔、青年会議所とか、いろんな皆さんの関係で、何度か中も使わせていた

だいて、ビアガーデンをしたり、レストランをしたりと、いろんなイベントを実はやりま

して、そういうものを体験するとやはり建物を活用していくのはいいなという思いは実は

持っております。そういうことでお金はかかりますけれども、将来に向けて中身を含めて

活用できるものにしたいなという思いも持っていますし、赤レンガ倉庫の活用のいろんな

委員会などでも議論していただきましたけれども、やはりそういう意見がかなり多いんで

す。要するに、ただ建物がいいなと思って外から眺めているだけではなかなかもったいな

いということもあります。ただ、お金がもったいないにするのか、こっちをもったいない

にするのかの非常に難しいところと、今はこの経済状況でありますので、しばらくは時間

をかけて、今はしばらく観賞用として置いておくのが一番いいかなと思います。将来は、

何らかで活用していけたら一番いいなと思います。 

【記者】 インフラと言っていいんですか。観光じゃなくて、今度は交通のほうですけれ

ども、新幹線どうなるのかちょっとまだわからない状態で、駅舎の件は市長は３月議会で

どういうふうに説明をしていくつもりですか。 

【市長】 新幹線については３日前の停電騒ぎでもあれだけの大騒ぎしておるのが、地震

が起きて東海道なり新幹線使えなくなったら、世の中どうなるんだということをやはり政

権はしっかり把握をして、直ちに敦賀まではまず認可をして、敦賀まで新幹線を引っ張っ

てくると。駅部の認可なんていう細かいこと言うとらんと、敦賀まで線を引っ張るという

ような覚悟で政権は臨んで欲しいなというように思っております。そういうふうに動いて

くれば、敦賀の駅舎についてもすぐに連絡できる形でいけますし、今恐らく認可が遅れて

も、変えられる形で設計してありますのでいけますが、やはり物すごく大きな弾みもつき

ますから、新幹線については積極的に国として北陸新幹線を最優先に取り組むべきものだ

というように思っています。駅舎は駅舎でしっかりやってまいります。 
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【記者】 それにからんでなんですけれども、バリアフリーを平成22年度中にやらないと

いけないと思うんですが、まだ工事も始まっていませんよね。完成するんでしょうか、大

丈夫なんでしょうか。 

【副市長】 この間の委員会等で説明させていただいておりますけれども、予算はやっぱ

り22年度がタイムリミットですので、その予算を使いながら完成に持っていくわけです。

それが本当に工事も22年度いっぱいで終わるかといったら、少し難しい面も出てきている

なということは認識していますけれども、そういうような説明をさせていただいたところ

です。 

【記者】 赤レンガの話が出たところでなんですけれども、すぐ近くには港線が走ってい

たわけなんですけれども、ちょうど今年の３月いっぱいで運行休止になってから、廃線と

言ったらいかんのですよね、運行休止になってからちょうど１年になります。昨年12月に

ちょっと私どもの番組で再度その件を取り上げたんですけれども、その際にＪＲ貨物にも

ちょっと確認したんですが、今、踏切が全部閉鎖されているのは御存じですよね、線路に

入れないように。車が一旦停止しなくても通れるようになっているんですけれども、それ

はそれで安全対策ということでＪＲ貨物もおっしゃっていましたが、ぱっと見た目がもう

この線路には何も走らさんぞというふうにも見えなくもないんです。 

 ちょうど港線が運行休止になる前に、市としても今後何らかの活用策を考えていきたい。

あるいはＪＲ貨物もイベント列車を走らせたりすることに関してはやぶさかではありませ

んというような答えももらっていましたが、ああいうふうに遮断されると、結局使えない

じゃないかと。本当に港線を敦賀市のあれはやはり近代化の一つの遺産だと思いますので、

赤レンガもそうなんですが、その辺含めての総体的な何か今後の方向性というんでしょう

か、そういったものを改めてお持ちなんでしょうか。 

【市長】 港線の活用というのは、本当に大きな課題として取り組みながら、イベント列

車を走らせたり、デュアル・モード・ビークルあれもなかなか実用化されそうになってさ

れなかったり、私どもそれが走らないかということを検討したり、いろいろ取り組んでき

ました。そういう中で、全国に二十幾路線が休止になっていますけれども、今一つとして

再開したところはないということでありまして、そういう思いがちょっとＪＲ貨物さんに

も強いかなというような。恐らく全国でもああいうような形で、安全対策ということで線

路側に侵入しないように柵を設けてありますけれども、感じたのは一緒で、これはなかな

かもう通れないぞというように感じました。あそこでイベント列車を走らそうと思っても、

そんな頑丈なあれではないので、簡単に取り外して使えるというように思います。お金さ

えあればできるんです。みんな買い取って、市としてあの路線を残して使っていけばいい

んですけれども、維持管理にも相当お金かかりますし、買い取るにもお金がかかりますの

で、そういう採算が合うような、費用対効果が合うかというと、とてもじゃないけれども

合わないと思いますので、そうなってくるとやはり今これからもＪＲ貨物さんに働きかけ

をして、何らかの形で動いていただくように、それはやはり荷物、今のコンテナ、港の活

用化の中で、これなら採算の合う貨物が走りますということに持っていければ、また交渉

はできるのかなというように思いますので、そういう点では港を元気にして、コンテナを

たくさん集めてそれがＪＲ貨物を利用してくるようなものに持っていって、初めてそうい

う交渉ができるのかなというように思いますので、それを今は努力していくしかないのか

なと。イベント列車もまた考えられますけれども、なかなか今まで以上に、そこの柵を取

ったりするのに借りるお金が高くなってくるのではないかということで、イベント列車も

走らせたいんですけれども、ちょっと難しいかなという気はします。港の活性化が、逆に

言うと港線の再開につながるということを信じながら頑張りたいなと思います。 

【記者】 敦賀短大のことなんですけれども、２月くらいにもう１回説明されると、市長

も前の会議のときに言われていたと思うんですが、前の説明なんかでも議員さん方たちは

５年間いろいろやっていて、目に見える形でやってこなかったとかなんとか、いろいろ不

満というか、そういう意見も出たんですけれども、２月の説明はどういうふうな形で、理

解を求めていかないといけないとは思うんですけれども、どういう形で説明されようかな

と思っているんでしょうか。 

【市長】 大体、前回にお話しした話なんですけれども、そういう中で具体的な数字とか
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もあらわしながら、例えば具体的な年度なども説明をしながらいきたいなと思っておりま

す。今ここで詳しく言うとまた大変なことになりますので、それは次の議員の皆さんの説

明のときに話をしたいなと思います。 

【記者】 では、説明のときには何年までにとか、どれくらいのお金がかかるかとか、そ

ういうことなどを示していただけるのでしょうか。 

【市長】 はい。 

【記者】 何回も確認なんですが、もんじゅですけれども、耐震も設備面についても国の

報告書がまとまらなくても、保安院の安全だという判断がきちんと示されればいいと。そ

の段階で事前了解願、どういう名前なのかわかりませんが、機構のほうから了承してくだ

さいという願いが出されれば、市長として判断をすると、そういうことでいいでしょうか。 

【市長】 機構のほうもある程度そういう安全性なり、いろんなことに対しての自信を持

たないと出してこないと思いますので、しっかりそういう自信を持って、やる側として、

またそして規制する国側の話もありますので、まずそれを実行する者が一番自信を持って

取り組まなければならない問題であります。そういうものを機構自身が絶対大丈夫だと、

頑張るというそういう意識の中でもし提出をされてきたときにはされたなりにこちらは検

討しなければならんなと思います。国もそれなりの時期に保安院としての評価も出てくる

のではないかなと思っていますけれども。 

【記者】 ということは、機構側からの了解願が先でも、国の安全の判断よりも先のケー

スでも機構側からの願いを受け取って判断にかかるということですか。 

【市長】 それはないと思うんですけれども、ある程度保安院のほうで、こうして持って

くると思います。 

【記者】 直接は関係ないんですが、市政にも密接には影響してくると思いますので、夏

の参議院選挙に向けて結構動きが慌ただしくなってきているかなと思うんですけれども、

嶺南も含めて政治状況を今、市長はどう見てらっしゃいますか。 

【市長】 それはもうそれぞれ皆さん方が頑張っていただければいいなと思います。 

【広報広聴課長】 ほかにありますか。 

 ないようでしたら、これにて２月市長定例記者会見を終わりにしたいと思います。 

 ありがとうございました。 

【市長】 ありがとうございました。 

                               午後２時23分 終了 
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